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施策評価結果

2年度以降の方向性
判断理由

成果 コスト

クルーズ船乗客の安全で円滑な受入対応を行う上で、通常の受入態勢に
加え、新型コロナウイルス感染症の感染拡大予防措置を講じる必要があ
ります。

通常の受入態勢の継続に加え、クルーズ船運航船社や関係官庁等と協
議・調整の上、新型コロナウイルス感染症禍における必要な受入態勢を
整えるとともに、船社や受入港湾のガイドライン等に基づき、受入時の感
染拡大予防措置に取り組んでいきます。

継続

維持 縮小 新型コロナウイルス感染症の影響により、令和2年度のクルーズ船の寄
港が見通せないため、コスト縮小としましたが、今後も安全かつ円滑なク
ルーズ船の受入態勢を確保していく必要があるため。

資源（財・人）の投入を減らしながら、取組を継続し、
成果を維持する必要がある。

課題 2年度以降の取組

有
効
性

事務事業の目的は、施策達成に貢献する
か？ ○ クルーズ船寄港時の受入態勢を整え、適切に実施することで、船会社及び乗客に対し安全な港としてＰＲすることがで

き、クルーズ船の寄港増加につながるものと考えます。期待どおりの成果が得られているか？ ○
最小のコストとなっているか？ ○ 1年分の発注をまとめて行うことで1寄港当たりの費用を抑えるよう努めて実施しています。

目標の達成度に対する評価
 (外部要因等を踏まえた）

受入対応に起因する事故件数は0件で、目標を達成することができました。

必要性・有効性・効率性の検証 評価 評価に関する説明

必
要
性

本組合が関与し、どうしてもやらなければな
らない事業か？ ○ クルーズ船の受入対応は港湾管理者である本組合の事業であり、乗客の安全、円滑な受入を適切に実

施することが求められます。事業規模や対象範囲は利用者ニーズや社
会環境にあっているか？ ○

受入対応に起因す
る事故件数（件）

目標

目標

実績

クルーズ船の受入対応を業務として遂行する
上で、安全かつ円滑に取組むことが第一と考
える。本組合が取組むクルーズ船受入対応に
起因する事故件数を0件にすることを目標とし
ます。

実績 0 0 0

事業進捗状況（元年度）

（単年度管理型） 事業進捗状況（元年度） 　　　目標値を上回る　　　　　　目標値どおり
　　　目標値をやや下回る　　　目標値を下回る

0 0

5 成果目標の説明・目標値の考え方 外部要因

平成29年度及び平成30年度の事業費については、事
務事業「クルーズ船誘致の推進」に計上しております。

事業費 千円 － － 9,062 9,062

成果目標名 29年度 30年度 元年度 中間目標

千円 －

令和元年度に実施した
内容･結果

クルーズ船の寄港状況に合わせた受入対応を検討し、船舶代理店、関係官庁と協議し、業務委託先と事前打合せを行い
実施しました。

コスト 単位 29年度 30年度 元年度 平均

－ 26,951 26,951

人件費 千円 － － 17,889 17,889

合計

備考（費用の増減理由等）

概要
クルーズ船運航船社や関係官庁等と協議の上、必要な受入態勢を整えるとともに、港湾運
送事業者等、他の利用者の状況も踏まえ、ふ頭全体で安全で円滑な対応ができるよう取り
組みます。

根拠
法令等

令和元年度の実施予
定

必要に応じ、仮設テントやフェンス等を利用して会場設営を行うとともに、警備員の配置、シャ
トルバスの運行等、クルーズ船の寄港状況に合わせた受入対応を検討・実施します。

実施義務   　　 有        無

関連
シート

事務事業評価シート 対象事業年度 令和 元 年度 コード

連携課 危機管理課、関連事業室、海務課、港湾管理事務所

目的

対象（誰・何を） クルーズ船乗客

事業
期間

平成6年度～
意図（どういう
状態にしたいか）

乗客が安心して名古屋港で乗下船したり寄港地観光等に向かうことができるよう、クルーズ
船寄港時の受入態勢を整え、適切に対応します。

連絡先 052-654-7835

施04事12

政策名 環境にやさしく、夢・うるおい・にぎわいのある親しまれる港づくり 30年度事業・施策評価結果
責任者

港営部
誘致推進課長施策名 うるおいと魅力のある港湾空間の形成 成果 コスト

事務事業名 クルーズ船乗客の安全で円滑な受入対応


